
発熱患者の受診の流れ 【基礎疾患等を有しない場合】

急な発熱と咳やのどの痛みなどの症状がある

はい いいえかかりつけの医師がいる

受診する医療機関が分かる

発熱相談センター

はい いいえ受診する医療機関が分かる

かかりつけの医師

かかりつけの医師がいる者は、まず問い合
わせて、受診時間等の指示に従う。その医
療機関での診療が困難であると判断された かかりつけの医師がいない、病

状に不安がある等の場合に活
用する。

紹介

療機関での診療が困難であると判断された
場合は、発熱外来機能を有する医療機関の
紹介を受ける。

原則として全ての一般医療機関が対応する。
ただし 発熱外来機能＊を徹底

一般医療機関

紹介紹介

原則 例外
症状の程度か
ら入院治療の
必要性を判断入院の必要性の判断

ただし、発熱外来機能 を徹底。

感染者数が増加した場合

入院
自宅

軽快退院

必要性を判断 感染者数が増加した場合
には、入院病床の確保を
さらに推進するとともに、
入院適応の厳格化により
対応する。

＊発熱外来機能 発熱患者とその他の患者について受診待ちの区域を分ける、診療時間を分けるなど、院内感
染対策を強化した外来機能のこと。公共施設や屋外テント等の医療機関以外のところに発熱外
来を設置する必要性は、都道府県が地域の特性に応じて検討する。



発熱患者の受診の流れ 【基礎疾患等１）を有する場合（妊婦以外）】

１）基礎疾患等
ここでいう基礎疾患等とは、新

型インフルエンザに罹患するこ

とで重症化するリスクが高いと

急な発熱と咳やのどの痛みなどの症状がある

必要に応じて
紹介

かかりつけの医師

基礎疾患等のある患者は、まず、かかりつけ
の医師に問い合わせて、受診時間等の指示

考えられている者をいう（ハイリ

スク者）。

通常のインフルエンザでの経

験に加え、今回の新型インフル

エンザについての海外の知見紹介に従う。その医療機関での診療が困難である
と判断された場合は、発熱外来機能２）を有す
る医療機関の紹介を受ける。夜間などの発熱
の場合についても、あらかじめどのようにする
かを決めておくことが望ましい。

エンザについての海外の知見

により、以下の者が該当すると

考えられる。

妊婦、幼児、高齢者、慢性呼

吸器疾患・慢性心疾患・代謝性

原則として全ての一般医療機関が対応する。
ただし、発熱外来機能＊を徹底。

一般医療機関

疾患（糖尿病等）・腎機能障害・

免疫機能不全（ステロイド全身

投与等）等を有しており、治療経

過や管理の状況等を勘案して

医師により重症化のリスクが高

診療

３）今後、各関係学会が
示す指針等を集積し、
基礎疾患を有する場合
を含めた診療の考え方

３）

不要 必要入院の必要性の判断
症状の程度や基礎疾

医師により重症化のリスクが高

いと判断される者。
を示す。

入院自宅
軽快退院

症状の程度や基礎疾
患の状態から入院治
療の必要性を判断

２）発熱外来機能 発熱患者とその他の患者について受診待ちの区域を分ける、診療時間を分けるなど、院内感
染対策を強化した外来機能のこと。公共施設や屋外テント等の医療機関以外のところに発熱外
来を設置する必要性は、都道府県が地域の特性に応じて検討する。


